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106教室 
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プログラム概要説明 

 （モスクワ大学交換教員 アナスタシア先生） 

 

派遣留学制度について    （国際交流センター） 

 

各種手続きについて 
（ジェイアイシー旅行センター 小西様） 



 

モスクワ大学交換教員 

 

アナスタシア 先生 
 

 



１．短期派遣留学制度について 

２．渡航期間 

３．募集内容 

４．費用 

５．各種 奨学金等のご案内 

６．単位認定 

７．申込方法 

８．海外保険について 

９．申込み後の流れ 



 プログラム名：Two Capitals-Two Universities 

 「モスクワ短期派遣留学制度」として2011年度夏季から
制度化 

 実施時期：夏季（８・９月）および春季（２・３月） 

 期  間：１カ月（ﾓｽｸﾜ３週間＋ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ８日間） 

 学習内容：ロシア語、ロシア文化 

 滞  在：モスクワは大学寮、ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞはホテル 

 対  象：ロシア語を１年間程度学習した学生 

     （主に夏季は２年生以上、春季は１年生以上） 

 東京外国語大学、大阪大学等からも参加。 







２０１７年２月２７日(月) 

～ 

２０１７年３月２６日(日) 

  

（４週間） 



参加対象者 
 

学部生（全学科・全学年） 

 

１年間程度ロシア語を学習した学
生が望ましい。 

 



10:00~11:20 授業① 

11:20~12:00 昼食 

12:00~13:20   授業② 

13:20~         観光遠足、放課 



（2017年度春季）US$ 2,300 
 

 費用に含まれるもの； 

授業料、宿泊費、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾄﾘｯﾌﾟ10回、 

モスクワからサンクトペテルブルグまでの移動 

 

 費用に含まれないもの； 

渡航費、ビザ申請料、海外旅行保険、食費、 

おこづかい 

全体で…約４５～５５万円（概算） 



JASSO（日本学生支援機構）の奨学金 

  8万円 
 

本学および楠ヶ丘会の補助金 

  5万円 
 

※ それぞれ人数に限りがあり、成績等を
もとに選考します。 

※12月12日（月）昼休みのオリエンテー
ションで説明します。 

 



全体で78時間なので半期4単位分に相当 

モスクワ：80分×40クラス＝3200分 

ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ：90分×10クラス＝ 900分、 

      および10時間のフィールドトリップ 

 

全学共通科目のうち、人文領域の「海外協定校
短期研修1」および「海外協定校短期研修2」に
認定。 

 

 2017年度前期の単位として認定。 

 →帰国後、単位認定申請書に記入。 



１）所定の申込書式にPCで入力の上、申込期間に国際交流センター
にメールで提出。 

 ※同意書とパスポートのコピー(A4)をセンター窓口に提出。 

データをメールで、study-abroad@office.kobe-cufs.ac.jp に送付 

 申込期間： 

 2016年11月14日（月）～ 11月18日（金）17:00  
 

２）モスクワ大学（Prof. Valeriy Chastnykh ）へ参加意思の    
メール送信  tcnikolay@yahoo.com  
 

 申込期限： 

  2016年11月18日（金）17時（厳守） 
 

 注意点： 

パスポートの有効期限がロシア出国日＋6ヶ月あること 

 （2017年9月末くらいまで） 



本学が指定する東京海上日動の
海外旅行保険に加入（約8,000円
を予定） 

 

2017年1月25日（水）の危機管理
セミナーで詳細を案内 

（13:00~14:00 於 502教室） 

 



申込締切： 

2016年11月18日（金）17：00（厳守） 
 

参加予定者オリエンテーション： 

2016年12月12日（月）12:10～12:40 
 

危機管理セミナー 

2017年1月25日（水）13:00～14:00 



 

教育の質の高さ 

 

現地教員が常に引率 

 

本学に交換教員受入れ 



 
ジェイアイシー旅行センター（株） 
 

小西 様 
 

 


